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研究成果の概要（和文）：本研究では、フランス、台湾、そして中国大陸の各機関における史料調査を通して、
おもに次の２点を明らかにした。（１）18世紀、とくに禁教体制確立以降における、天主教を信仰する満洲旗人
と在華イエズス会士との日常的交際の実態、ならびにこうした交際が在華イエズス会士による中国思想の翻訳全
体に影響を与えた可能性が高いことを明らかにした。（２）18世紀後半の在華イエズス会士がはじめてヨーロッ
パへ『四訳館考』、『大清一統志』、『華夷訳語』の内容をもたらし、清朝による帝国統治および国際関係をめ
ぐる理解に、大きな影響を及ぼしたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, I mainly discussed the following two points through survey of
 historical documents in France, Taiwan, and China. (1) Actual state of daily interaction between 
the Christian-Manchu bannermen and the Jesuit missionaries in the 18th century, especially after the
 order to ban Christianity, as well as its influence on the translation of Chinese thought by the 
Jesuit missionaries in China. (2) The first translation of "Siyi guan kao", "Daqin yitong zhi" and "
Huayi yiyu" in a European language by a French Jesuit in the 18th century broadly circulated in 
Europe and  provided a basis for their understanding of the imperial rule and international 
relations of the Qing Dynasty.

研究分野：東西交渉史
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１．研究開始当初の背景 

近年、海域アジア史などの領域において、19

世紀以前のグローバル化、とくに東アジアの

側からのグローバル化をめぐる議論が盛ん

である。これらの議論により、グローバル化

が近代以降にはじまり、またもっぱらヨーロ

ッパを中心に進展したとする従来の見方は、

根本的見直しを迫られている。ただしこれら

の研究が主な対象としてきたのは、銀や生糸、

茶などのモノ、あるいは海商や海賊といった

ヒトの流通である。思想に関しては、19世紀

以前の東アジアを起点とするグローバル化

という視点からの研究は未だ現れていない。

当該時期、東アジア思想のグローバル化とい

える現象は存在したのか。存在したとすれば、

それはどのような経過をたどり、受容側の思

想ならびに思想史上において、どのような成

果をもたらしたのか。そして同じく重要な問

題として、その限界とはいかなるものだった

のか。これらの問題については未解明のまま

残されているのである。 

 

２．研究の目的 

上記の背景を踏まえて、本研究では、近代に

入る前の時期における中国思想のグローバ

ル化の過程と意義、限界を解明することを目

的とする。おもな研究対象として 16～18 世

紀、中国で活動したイエズス会宣教師（以下、

在華イエズス会士）を取り上げる。在華イエ

ズス会士は、中国思想をめぐる膨大な報告を

ヨーロッパへ送り続け、中国思想が東アジア

の外へ伝播していく過程においてもっとも

重要な役割を担っていた。本研究ではとくに

膨大かつ精密な報告を送った 18 世紀の在華

イエズス会士に焦点をあて、彼らの報告の分

析を通して、以下の諸問題の解明を行う。 

(1) その中国思想の理解および翻訳の全体

像。 

(2) 在華イエズス会士による報告の、ヨーロ

ッパにおける受容ならびに流通の実態。 

以上の解明を通して、中国思想のグローバル

化における成果と限界の両面について明ら

かにする。 

 

３．研究の方法 

本研究の計画と方法は、(1)史料の調査なら

びに読解を柱とする。さらに途中ならびに最

終的な成果発表として(2)国際学会における

発表、(3)学術誌などへの投稿を行う。 

(1)史料の調査ならびに読解においては、本

研究の基本史料として、在華イエズス会士の

報告を、手稿と出版物の両面において調査し、

読解を進める。手稿と出版物の両方の調査を

行うのは、本研究が在華イエズス会士の思想

とその受容の両面について総合的に検討を

行うためである。また在華イエズス会士が報

告を作成する際に用いた中国文献について

も調査し、特定を行う。その上で、在華イエ

ズス会士の報告と、彼らが用いた中国文献の

比較対照を行い、中国文献に対する理解およ

び翻訳の内容、性質について明らかにする。

この作業を経て、在華イエズス会士自身の独

自性がどの部分に織り込まれたのかという

問題が、解明されるはずである。 

以上の成果および目指す方向性について、

順次成果発表を行い、方向修正と補足に努め

る。 

 

４．研究成果 

(1) 天主教を信仰する満洲旗人との交際の



実態の解明 

まずフランス国立図書館写本室、台湾中央研

究院傅斯年図書館および故宮博物院図書文

献館での調査を通して、ラテン語‐漢語‐満

洲語辞書（または文例集）の写本、ならびに

北京四堂（内城にあった東西南北四つのカト

リック教会）のうち北堂在住のフランス出身

在華イエズス会士たちと交流があったと考

えられる、ある満洲旗人父子に関する漢文お

よび満文檔（トウ）案を多数発見したことが

おもな成果として挙げられる。 

ラテン語‐漢語‐満洲語辞書（または文例

集）の写本は、明らかに天主教布教の場面で

用いられたとみられる表現が多数みられ、ま

た基本的に書面語というより口語的な表現

で占められており、天主教を信仰する満洲旗

人と宣教師との密接な関わりをうかがわせ

る。 

この点は、後者の史料である漢文および満文

檔（トウ）案によって補強される。これらの

檔（トウ）案に関しては、対応するヨーロッ

パ側史料（在華イエズス会士の報告）もあわ

せて調査し、関連する史料の調査も行った。

その結果、フランス国立図書館所蔵の中国天

主教関連の漢文書籍のなかに、これらの父子

が１８世紀の北堂でかなり精力的に活動し

ていたことを示す、有力な史料を見出すこと

ができた。 

康熙末期～雍正初期に禁教体制が確定した

後、少なくとも公式には、宣教師は天文学や

地図作成、絵画作成などの技能によって宮廷

に仕える者としての身分においてのみ中国

滞在を許され、北京内城の四堂のいずれかに

居を定めてみだりに移動しないことが義務

づけられた。このように活動範囲のきわめて

限られたなかで、内城に居住し、場合によっ

ては数世代にわたって天主教を信仰する満

洲旗人がおもに四堂において宣教師と日常

的に交際していたことが、これらの檔（トウ）

案によって明らかとなった。 

これらの史料によって示された、天主教を信

仰する満洲旗人との日常的交際の実態は、在

華イエズス会士の具体的な実践を示すとい

う点だけでなく、彼らの中国思想の翻訳全体

にも影響を与えた可能性が高いという点に

おいても、今後さらに解明していくべき課題

であると考えている。 

 (2) 『四訳館考』、『大清一統志』、『華夷訳

語』の翻訳、およびそのヨーロッパにおける

影響 

さらに１８世紀後半の在華イエズス会士ア

ミオの報告を分析し、その結果、アミオの報 

告のなかに、清代に作成された『四訳館考』

および『大清一統志』のフランス語訳がある

ことがわかった。それだけでなく、四夷館お

よび四訳館において編纂された『回回館訳

語』、『暹羅訳語』など、各館の『華夷訳語』

の翻訳も見出すことができた。これらは清朝

がその拡大し、かつ多様化していく版図およ

び国際関係をいかに運営していたかを示す

重要な文献であり、在華イエズス会士が同時

期清朝による帝国統治および外交関係の展

開をつぶさに観察し、またヨーロッパへ伝え

ようとつとめていたことを示している。また

このアミオによる翻訳は、これ以降さまざま

なヨーロッパ知識人による著述において頻

繁に引用されており、広く影響を及ぼしたこ

とが明らかである。 

(3) 康熙（帝）遺詔の翻訳を題材とした国際

比較の可能性 



さらにフランス国立図書館では、フランス出

身在華イエズス会士ジェルビヨンが作成し

たと思われる、いわゆる康熙（帝）遺詔のフ

ランス語訳稿を調査した。こちらは手稿のま

ま保管されたため、ヨーロッパで広く流通す

ることは無かったが、康熙（帝）遺詔はたと

えば日本でもほぼ同時期に流通し、学者によ

って読解されている。この史料によって、在

華イエズス会士による翻訳の意義を考える

上で、ヨーロッパにおける流通のみに目を向

けるのではなく、たとえば漢字（文）文化圏

における中国思想解釈との比較を通して、よ

り国際的な視点から捉え直していく必要性

が明らかとなった。 
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